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大学・短大・専門学校進学者が、進

学先を選ぶ際に重視する項目を見て

みよう（図表1）。

短大の1位は「学びたい学部・学科・

コースがあること」。次いで「資格取

得」「就職に有利」「校風や雰囲気」「自

宅通学」を重視している。

学校種におけるポイント差も比較

してみる。まず短大が大学よりポイ

ントの高い項目は、①「資格取得が有

利 」（+21pt）、②「 就 職 に 有 利 」

（+13.2pt）、③「 自 宅 か ら 通 え る 」

（+6.1pt）で、「地元で資格を武器に就

職したい」。これらのニーズから、大

学より短大を選んでいるようだ。

反対に、大学が短大より高い項目

は、①「有名である」（-13.7pt）、②「偏

差値が自分に合っている」（-13.1pt）、

③「国際的なセンスが身につく」

（-9.3pt）で、ブランドや偏差値、グロー

バル志向が、短大より大学の選択に

つながっている。

さらに専門学校のほうが短大より

高い項目は、①「専門分野を深く学べ

る」（-29.5pt）、②「卒業後に社会で活躍

できる」（-15.3pt）、③「社会で役立つ力

が身につく」（-11.7pt）で、「目指す専門

分野への就職につながる」ため、短大

より専門学校を選んでいるようだ。

高校生・保護者から見た短期大学

図表 1　志望校検討時の重視項目（複数回答）

「短大進学者」が「大学進学者」より5ポイント以上高い 「大学進学者」が「短大進学者」より5ポイント以上高い 「専門学校進学者」が「短大進学者」より5ポイント以上高い ※「短大進学者」の降順ソート　※リクルート「進学センサス2013」より

編集部：短期大学マーケット研究班（小林浩　能地泰代　松本恵　鈴木規子）

短大進学者は「資格取得」「就職
に有利」「校風や雰囲気」「自宅通
学」を重視

の可能性特集

短大進学者は「キャンパスの雰
囲気」「取れる資格」が知りたい

オープンキャンパスや学校見学会

など、進学先校主催イベントに参加

した高校生に、イベントで知りた

かったことを尋ねた（図表2）。

まず大学と短大を比べてみよう。

大 学・短 大 進 学 者の 1位はともに

「キャンパスの雰囲気」。2位は大学

が「学校で勉強できる内容」、短大は

「取れる資格」と異なる。どちらも入

学後の教育内容に意識が向いている

が、短大は資格取得が特に重要なポ

イントだ。「在校生の様子や雰囲気」

が3位と高いのも共通である。

短大が大学よりポイントが高い項

目は、①「取れる資格」（+28.4pt）、②

「 実 習 室 や 教 室 な ど の 雰 囲 気 」

（+15.3pt）、③「就職状況」（+14.2pt）、

④「学費等の詳しい情報」（+12.4pt）

と、資格を取って就職につながる環

境が整っているか、修業年限の短い

短大を選択することからも、学費は

大いに気になる点のようだ。

短大進学者の8割が進路変更層

最終的に短大に進学した者に対し

て、希望進路の移り変わりがあった

かを尋ねた（図表3）。すると、高校入

学時に最初から短期大学を志望して

いたのは全体のわずか2割（19.4％）

で、大学（43.0%）、未定（30.1%）などか

らの進路変更層が8割を占めている

ことが分かった。専門学校からの進

路変更は、高校3年春までの多い時で

も1割超と低かった。

なお、図表には示していないが、最

初から専門学校を志望していた生徒

の割合は25.3%と短大より高い。大

学進学希望者も34.3％と、短大の

43.0%より低い。つまり、短期大学は

当初大学志望の者から変わった割合

が高く、専門学校は当初から大学で

はなく専門学校を志望していた割合

が高いのである。このことは、短期

大学の志望を考える際には極めて重

要である。

大学から短大に進路を変更した理

由を見ると、学力や経済的事情で、大

学より短期間に仕事に役立つ知識・

技術を身につけられるとの回答が多

かった。次いで、新しい分野や取り

大学進学者 3256 74.8 34.9 40.8 47.5 40.7 46.5 32.3 37.3 32.3 27.3 30.2 30.7 28.3 25.6 30.9 21.6 29.4 25.6 30.3 33.3 20.9 21.5 18.4 20.1 21.3 13.0 24.7 10.7 10.9 9.5 15.0 12.4 14.7 7.4 9.2 
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たい資格ができた、先生や家族の勧

めがあったなどが高かった。

短大進学のメリットは「就職・仕
事＋キャンパスライフ」

では実際に、大学・短大・専門学校

進学者別に、その学校種に進学する

メリットを聞いたのが図表4だ。

最近の2013年の調査結果を前回の

2011年と比べると、大学は「将来の選

択肢が広がる」と、可能性が1番のメ

リットと回答。次いで、学生生活や、

クラブ・サークル活動など、キャンパ

スライフの充実が2、3位となった。

大学なら有名・大手企業への就職の

道も開けると考えているようだっ

た。

短大は、大学との比較からか「早く

社会に出られる」がトップ。就職ニー

ズが2～4位を占め、「少なくともど

こかに就職できる可能性が高くな

5）。大学のみ異なり、①「入試制度」、 

②「進学費用」「学部・学科の内容」  

③「将来の職業との関連」だった。

短大・専門学校への進学希望者の

保護者は、費用と出口に対してシビ

アで、出口に見合う教育投資かどう

かに目を向けているようだ。これに

対し、大学進学希望者の保護者は、ま

ずは入口の入試情報が優先され、次

に費用、教育内容と職業の関連を重

視しているという違いが見られた。

なお、大学に比べ、短大・専門学校

の保護者は「学校種の違い」について

の情報が重要との回答も多かった。

短期大学への示唆

さて、ここまでの高校生・保護者が

進学先として短期大学をどうみてい

るかをまとめたのが図表6だ。こう

した環境の中、短大の方向性につい

る」が前回より順位を上げ2位に浮上

するなど、短大のキャリア支援や面

倒見の良さをメリットと見ている。

「学生生活が楽しめる」が6位に入っ

ている点が専門学校にはない要素

で、「就職・仕事＋キャンパスライフ」

が短大進学のメリットと捉えられて

いるようだ。

専門学校は、「自分の目指す仕事・

職種に就ける」がトップ。「特定の業

種・業界に就職しやすい」「そこでし

か学べない内容がある」も順位を上

げ、「業種・業界＋教育の特色」が専門

学校進学のメリットといえそうだ。

高校生の保護者が進路選択時に
重要と思う情報は何か

高校生の保護者が重要と思う情報

は、短大、専門学校のトップ3で同じ

で、①「進学費用」、 ②「資格取得の状

況」、 ③「就職の状況」だった（図表

図表 2　進学先校　主催イベントで知りたかったこと（進学先校主催イベント参加者／複数回答）

※「短大進学者」の降順ソート　※リクルート「進学センサス2013」より「大学進学者」より「短大進学者」が5ポイント以上高い

「短大進学者」より「大学進学者」が5ポイント以上高い

「短大進学者」より「専門学校進学者」が5ポイント以上高い
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図表 3　短期大学進学者の希望進路の移り変わり（各単一回答） 図表 4　各学校種に進学した学生が感じるメリット（複数回答）

の可能性特集

大学進学者 2031 70.8 35.3 57.4 67.5 39.1 33.1 42.3 16.4 18.3 20.9 1.2 

　　男子 802 64.0 30.4 49.4 65.6 36.9 30.5 38.8 14.3 13.7 20.6 1.5 

　　女子 1220 75.4 38.4 63.0 68.6 40.7 34.8 44.6 17.6 21.4 21.1 1.1 

短大進学者 226 66.8 63.7 61.5 61.1 54.4 47.3 38.1 28.8 23.9 18.6 1.3 

専門学校進学者 634 50.6 53.8 54.4 65.0 58.8 57.4 33.6 43.4 30.9 7.4 0.5 
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大学進学のメリット

短期大学進学者が感じる
短期大学進学のメリット

専門学校進学者が感じる
専門学校進学のメリット

１位 将来の選択肢が広がる（80.4％） 早く社会に出られる（79.1％） 自分の目指す仕事・
職種に就ける（86.6％）

２位 学生生活が楽しめる（80.3％） 少なくともどこかに就職できる
可能性が高くなる（58.9％）

自分のやりたい専門分野の
勉強に集中できる（86.2％）

３位 クラブ・サークル活動を
楽しめる（79.3％）

自分の目指す仕事・
職種に就ける（58.6％）

特定の業種・業界に
就職しやすい（83.3％）

４位 幅広い教養を身につけられる（77.2％） やりがいのある仕事ができる（58.2％） 手に職をつけられる（82.2％）

５位 有名企業や大手企業に就職できる可能性
が高くなる（77.1％）

自分のやりたい専門分野の
勉強に集中できる（57.4％）

そこでしか学べない
内容がある（79.1％）

６位 少なくともどこかに就職できる
可能性が高くなる（75.5％）

学生生活が
楽しめる（56.3％）

社会に出てから、現場で
即戦力になれる（77.3％）

「進学センサス2011」と比べ順位が上がったもの 「進学センサス2011」と比べ順位が下がったもの

※リクルート「進学センサス2013」より　　

「業種・業界」の専門学校
（教育の特色も）

「仕事・職業+キャンパスライフ」の
短大

「可能性」の大学
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て以下のことがいえそうだ。

1）仕事直結の資格

女性の社会進出や超高齢社会の到

来で、短大の強みともいえる保育・幼

児教育、看護学、医療技術関係などの

資格を取得し、なりたい職業・仕事を

目指す動きは今後も続くと予想され

る。

2）社会ニーズに対応したカリキュラ

ムの開発

短期大学の入学者数がピーク時の

4分の1に縮小する一方、専門学校は

リーマンショック以降、入学者数の

獲得では健闘している。これは専門

学校が社会ニーズの変化に対応し、

積極的に学科・コースの見直しを

行ってきた結果と言えよう。学科改

編での大学設置基準の制約はあるか

もしれないが、短大でも、社会ニーズ

に対応し学科設置で募集を拡大して

いる例も存在する。

さらに、社会人の学び直しのニー

ズにもっと応える必要がある。この

点も専門学校に優位性があり、2011

年度学校基本調査から集計してみる

と、専門学校入学者のうち、約3割を

（％） 
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図表 5　保護者の特に重要な進学情報（進学希望者 /上位 3つまで回答）

※「短大進学希望者」降順ソート　※「第6回高校生と保護者の進路に関する意識調査2013」より

既卒者が占めている（図表7）。

以前より必要性が問われながら、

なかなか進まない短期大学の社会人

向けカリキュラムについて、再考す

る時期に来ているといえるだろう。
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3）ジェネリックスキルを備えた「地元

で働く女性ならではのキャリア（就

職）」

地域には、「就職に強い○○短大」

の定評を持つ短大が存在する（P28、

32）。地域の一番校は、地元金融機関

や地域密着企業から安定した人気が

あり、毎年一定の短大採用枠を設け

たり、大学より競争倍率の低かった

りする有名・大手企業もある。理由

は、教 養をベースに、ビジネスマ

ナー、コミュニケーション能力、ビジ

ネス文書作成スキルなど、即戦力と

しての「トレーニング」をしっかり受

けているからだ。ただし大卒との違

いも含め、キャリアプランを描くた

めの支援も重要だ。

4）大学への編入学

大学から短大への進路変更の理由

まることも考えられる。その結果、短

大進学者がさらに減少する可能性も

ある。そうならないためにも、卒業後

を見据えた「特色ある教育・サポート」

を高校生にわかりやすく伝え、短大な

らではの価値を明確に打ちだしてい

くことが、今後も求められるだろう。

に、学力・経済的理由

が挙げられた。やり

たいことが絞れてい

ないうちに、いきな

り4年分の学費負担

は厳しいという家計

の状況もあるだろ

う。そこで、国公立

大や有名私大への編

入学支援に価値を置

く短大もある。大学

不合格層にとって

は、再挑戦の機会と

なる。編入後、4年制大学で前半の2

年間を過ごした学生より、就活などで

高い実績を出す学生も育っていると

の例もあった。

ただ、4年制大学が女子学生の確保

に力を入れていることに加え、今後、

景気回復に伴い、4年制大学指向が高

の可能性特集

社会人・その他 
6.0 万人 

大学・高専卒 
2.3 万人 

高校卒 
18.1 万人 
（69.0％） 

高校卒以外の 
入学者比率 
31％ 

2011 年度文部科学省「学校基本調査」より 

図表 7　専門学校入学者比率

図表 6　短期大学を取り巻く環境の整理

＜メリット＞

【短大進学】

・早く社会へ
・仕事直結
・キャンパスライフ

短期大学●進学検討時の重視項目（短大進学者）

①学びたい学科コースがある
②資格取得に有利である
③就職に有利である
④校風や雰囲気が良い
⑤自宅から通えること

●OCで知りたかったこと（短大進学者）

・キャンパス、設備の雰囲気
・取れる資格
・在校生の様子や雰囲気
・勉強できる内容

●短大入学者の8割は進路変更層

　（最初は大学志望4割、未定も3割）

●進学情報で重要視している情報は？

・進学費用（学費・生活費）
・資格取得状況
・就職の状況
・将来の職業との関連

＜メリット＞

【大学進学】

・可能性拡がる
・キャンパスライフ
・教養

＜メリット＞

【専門学校進学】

・業界連動
・手に職
・教育システム

高校生の進学プロセス 保護者の進路に関する意識
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